
２０２２年版　・　環境レポ－ト
（２０２２年１月～１２月）

２０２３年　４月３０日　作成

株式会社関根製作所
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【１】環境方針

株式会社関根製作所は、

１．事業活動の全ての領域で、省資源、省エネルギー、公害防止に配慮した活動を行う。

２．関連する環境の法規制、使用資源及び当社が同意するその他の要求事項を遵守する。

①エネルギーの有効活用、汚染防止など環境負荷の低減に努めます

②環境に配慮し資源のリサイクル及び適正処理を考慮した生産に取り組みます

③グリーン調達を進め、禁止物質を使用せず環境負荷の軽減に努めます

２０２３年度目標

当社が行う事業活動が環境に与える負荷を考慮し、全社員の協力をもって、以下の環境
保全活動を推進する。

株式会社関根製作所

環境方針

《基本理念》

《基本方針》

環境マネジメントシステムを確立し、事業活動が地域社会の環境に及ぼす影響を常に
考え、豊で住みよい環境の実現のため行動します。

３．地球温暖化防止と環境汚染予防の重要性を認識し、特に次の環境目標に取り組む
　　と共に、必要があれば見直すなどの継続的改善を行う。

４．この方針を達成するために環境教育の実施、社内広報活動の実施などにより従業員
    の環境保全活動に関する意識を高める。

2023年2月8日

株式会社関根製作所

代表取締役　関根　俊宗

２．生産活動に見合った各種資源利用の最適化を図り、廃棄物の削減を通じ、環境負荷を
　　低減して地球に優しい生産体制を創ります。

１．「溶接ヒューム」が特定化学物質に指定されたことから、これら法規制に的確に
　　　対応するとともに、対応策を積極的に推進します。
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【２】事業概要
１．会社概要

： 株式会社関根製作所

： 昭和　８年　２月

： 本社・本社工場 〒322-0006　栃木県鹿沼市富岡 1322番地

： 武子団地工場 〒322-0007　栃木県鹿沼市武子字田中台1088-16

： 本社・本社工場 〒322-0006　栃木県鹿沼市富岡 1322番地

： 武子団地工場 〒322-0007　栃木県鹿沼市武子字田中台1088-16

： 代表取締役　関根　俊宗

： １２００万円

： ２４名

： 市街化調整区域

： １９,８７９　㎡ （本社・本社工場）

： 　１,２３６　㎡ （武子団地工場）

： 関　　義弘　（総務課長）

： ０２８９－６２－７３６５

： ０２８９－６２－２０５０

： seisaku@sekine-ss.com

１－１．認証・登録範囲

輸送機器部品・航空支援機材・建築用鉄骨の製造

航空機部品製作用治具の設計及び製造

本社・本社工場、武子団地工場

２．沿　　　革

： 鹿沼市文化橋町に関根鉄工所として創業する。

： 富士重工業(株)宇都宮製作所の協力工場となり、車輌工場より部品

の受注を得る。

： プレス部門を新設し、村田発條(株)の協力工場として、板バネの生産

を開始する。

： 鹿沼市上野町に工場用地を取得、板金溶接部門・機械加工部門を

移転する。

： 富士重工業(株)宇都宮製作所航空機工場より部品の受注を得る。

： 建設業の栃木県知事登録を申請し認可を得る。

〈栃木県知事登録番号（ヌ）１７７９号〉

： 鹿沼市白桑田（鹿沼鉄工団地内）に工場用地を取得し、工場及び

事務所を設置する。

： 鹿沼市富岡に 約 １９,８００ ㎡ の工場用地を取得し、新工場を建設。

　同年１１月、移転完了、落成式を挙行する。

１９６９年 （昭和４４年　８月）

敷 地 面 積

管 理 責 任 者

資 本 金

所 在 地

Ｅ Ａ ２ １ 対 象 所 在 地

代 表 者

連 絡 先

Ｆ Ａ Ｘ

１９６４年 （昭和３９年　５月）

１９６３年 （昭和３８年　５月）

１９５８年 （昭和３３年１０月）

１９６１年 （昭和３６年　５月）

１９６７年 （昭和４２年　５月）

メ － ル ア ド レ ス

１９５７年 （昭和３２年　３月）

１９３３年 （昭和　８年　２月）

創 業

社 名

従 業 員 数

地 域 指 定
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： 富士重工業(株)航空機工場の支援により防衛庁の認定工場となる。

： 建設省告示 第１１０３号 に基づく構造物製作工場に認定される。

： 農産物の人口栽培施設の受注を目的とした試験プラントを建設。

　「舞茸」の人口栽培を開始。　同年８月、製品の出荷を開始する。

： きのこ製造部門を分離し、新会社として「有限会社富岡きのこ園」

を設立する。

： 「株式会社関根製作所」に組織変更する。

： 武子工業団地に工場用地を取得し、「精密組立工場」を建設、竣工

する。

： ３次元ＣＡＤ/ＣＡＭ、ＣＡＴＩＡ－Ｖ４　による設計を開始する。

： 新会社「(株)エム・エス・テ－」を設立。

　板バネ製造部門を独立会社とし、製造基盤を強化する。

： 「特定労働者派遣事業」認可取得。 〈許可番号 特０９－０２－０００２〉

　３次元ＣＡＤ/ＣＡＭ　ＣＡＴＩＡ を主とする設計事業を強化、拡大する。

： ３次元ＣＡＤ/ＣＡＭ　ＣＡＴＩＡ－Ｖ５　による設計を開始する。

： ＪＩＳ Ｑ ９００１：２０００，　ＩＳＯ９００１：２０００　を取得する。

登録番号　ＪＳＡＱ ２４２４

： エコアクション２１を取得する。

認証・登録番号　　０００４２２３

： 一般労働者派遣事業の認可へ移行。

＜許可番号　　派09-300389＞

２００３年 （平成１５年　９月）

２００６年 （平成１８年　３月）

２００７年 （平成１９年　９月）

１９９７年 （平成　９年　４月）

２０１８年 （平成３０年１２月）

１９９１年 （平成　３年１２月）

１９８９年 （平成　１年　８月）

１９８１年 （昭和５６年　４月）

１９９６年 （平成　８年１０月）

２００９年 （平成２１年１０月）

１９８８年 （昭和６３年　４月）

２００１年 （平成１３年　５月）

１９７０年 （昭和４５年１１月）
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３．事業形態

（１） 事 業 年 度 ：

（２） 環 境 活 動 年 度 ：

（３） 年 間 稼 働 日 数 ：

（４） 就 業 形 態 ： １シフト

（５） 就 業 時 間 ： ８：００　～　１６：５５

４．製品概要

航空機製作用各種治具の製作、精密組立

　　［ 組立治具、接着治具　他の　溶接、機械加工、組立 ］

航空支援機材の製作、組立

試験研究機材の製作、組立

三次元　ＣＡＳＤ/ＣＡＭ　（ＣＡＴＩＡ）　設計　及び　プログラム作成

レイアウトマシンによる精密組立・モデル作成

アルミ材の　Ｔｉｇ / Ｍig　溶接等　精密板金加工

輸送機器部品の製造組立

産業機械　/　工作機械部品の製造、組立

住宅・ハウス製品の製造

Ｔｉｇ / Ｍig　溶接等　精密板金加工

ＣＯ２　レ－ザ－切断加工

３００t ベンダ－成形加工

自動車用金属プレス部品の製造

２００t 門型プレス 、１５０t Wクランクプレス、他

建築用鉄骨の製造

８月　～　７月

プ レ ス 部 門

２５８日

板 金 部 門

航 空 部 門

１月　～１２月

建 設 部 門
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５．敷地概要

※ 都市計画法での用途地域指定　：　市街化調整区域

※ 栃木県生活環境の保全等に関する条例での地域指定

○ 騒音　：　その他の地域

○ 振動　：　その他の地域

(株)関根製作所

本社・工場

(株)関根製作所

武子工場
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　６．エコアクション２１実施体制の構築

社長は環境経営システムを運用・実施・維持する体制を構築する。

EA21組織図

環境推進委員会

社長（環境経営最高責任者）

建設部
推進責任者 １名
推進委員 １名

製造部
推進責任者 １名
推進委員 １名

環境管理責任者（兼EMS事務局）

本社・工場 武子団地工場
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【３－１】環境目標（中期）と実績

2020年度 2021年度 2022年度

目標率 -1% -2% -3%

目標値 215.40 213.20 211.10

実績値 174.38 169.44 166.70

目標値 3.80 3.76 3.72

実績値 3.52 3.44 3.54

目標値 219.20 216.96 214.82

実績値 177.90 172.88 170.24

目標値 1.077 1.066 1.055

実績値 1.160 0.996 1.037

目標値 7,602 7,526 7,448

実績値 7,739 7,555 7,770

目標値 16.90 16.74 16.57

実績値 18.62 17.26 16.24

目標値 10.92 10.81 10.70

実績値 14.78 11.51 10.17

目標値 123.05 121.80 120.56

実績値 153.28 124.84 97.72

目標値 0.754 0.747 0.739

実績値 0.858 0.771 1.407

目標値 - - -

実績値 21.07 11.89 11.13

目標値 12 12 12

実績値 12 12 12

目標値 0.273 0.270 0.268

実績値 0.303 0.304 0.299

〈水使用量の削減〉

水使用量（推定値）は、（人員数×稼働日数×2L）で算出する。

〈購入電力の排出係数〉　

東京電力株式会社 　　　0.000455 (t-CO2/kWh)　　※2020年度～2022年度の期間について使用する

〈化学物質の管理〉

使用数量が少量の為、購入化学物質一覧表とＳＤＳの入手管理とする。

〈環境目標の原単位〉

環境目標の原単位は、生産高とする。

基準年度 環境目標値　／　実績

2019年度

地下水のため、メーターを設置していないので使用量は不明だが、生活用水のみのため使用量は少ないので、節
水の周知徹底を行う。

- - -

-

12

目標率 -

 環境保全活動 回数
本社

本社工場

- - -

 水使用量の削減 ㎥
本社

本社工場

-

22.57

 排水量削減
 （節水）

目標率 -

kg/百万円
本社

本社工場

-

0.762

-1% -2% -3%

　コピー用紙の削減 枚/百万円
本社

本社工場

-

124.29

　単純焼却ゴミの削減

 廃棄物排出量削減
 リサイクル推進

目標率 -

 車輌燃料の削減（軽油） L/百万円
本社

本社工場 11.03

-

1.088

kWh
武子団地

工場

-

7,679

 電力使用量の削減

kWh/千円
本社

本社工場

 車輌燃料の削減（ガソリン） L/百万円
本社

本社工場

-

17.08

 二酸化炭素排出量削減
 （省エネルギー）

-

ｔ-CO2

本社
本社工場

-

217.60

合計
-

221.44

武子団地
工場

-

3.84

単位
対象
サイト

環境活動期間 ： 2022年1月～12月

-

0.281

環境目標項目

 金属屑の削減 kg/百万円
本社

本社工場
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【３－２】環境実績

2020年度 2021年度 2022年度

実績値 174.38 169.44 166.70

前年比 -19.9% -2.8% -1.6%

実績値 3.52 3.44 3.54

前年比 -8.3% -2.3% 2.9%

実績値 177.90 172.88 170.24

前年比 -19.7% -2.8% -1.5%

実績値 283,706 271,257 265,266

前年比 -13.6% -4.4% -2.2%

実績値 7,739 7,555 7,770

前年比 0.8% -2.4% 2.8%

実績値 4,555.00 4,701.50 4,153.80

前年比 -11.6% 3.2% -11.6%

実績値 3,615.00 3,134.00 2,602.00

前年比 8.6% -13.3% -17.0%

実績値 37,500 34,000 25,000

前年比 0.0% -9.3% -26.5%

実績値 210.00 210.00 360.00

前年比 -8.7% 0.0% 71.4%

実績値 21.070 11.890 11.126

前年比 -6.6% -43.6% -6.4%

実績値 12 12 12

前年比 0.0% 0.0% 0.0%

実績値 74,180 82,860 76,550

前年比 -12.4% 11.7% -7.6%

〈購入電力の排出係数〉　

東京電力株式会社 　　　0.000455 (t-CO2/kWh)

環境活動期間 ： 2022年1月～12月　

環境実績

2019年度

22.570

84,670

－

3,328.60

－

環境目標項目 単位
対象
サイト

 二酸化炭素排出量
 （省エネルギー）

ｔ-CO2

本社
本社工場

217.60

－

武子団地
工場

3.84

－

合計
221.44

－

328,222

－

kWh
武子団地

工場

7,679

－

 車輌燃料の削減（ガソリン） L
本社

本社工場

5,153.60

－

37,500

 排水量削減
 （節水）

－

　単純焼却ゴミの削減 kg
本社

本社工場

 環境保全活動 回数
本社

本社工場

12

－

－

230.00

－

　コピー用紙の削減 枚
本社

本社工場

 金属屑の削減

 廃棄物排出量削減
 リサイクル推進

L
本社

本社工場

kg
本社

本社工場

 水使用量の削減 ㎥
本社

本社工場

 電力使用量

kWh
本社

本社工場

 車輌燃料の削減（軽油）
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【３－３】環境目標（中期）

2023年度 2024年度 2025年度

目標率 -1% -2% -3%

目標値 168.47 166.77 165.06

実績値 - - -

目標値 3.47 3.43 3.40

実績値 - - -

目標値 171.94 170.20 168.46

実績値 - - -

目標値 1.053 1.043 1.032

実績値 - - -

目標値 7,611 7,534 7,457

実績値 - - -

目標値 17.20 17.02 16.85

実績値 - - -

目標値 12.03 11.91 11.79

実績値 - - -

目標値 124.03 122.77 121.52

実績値 - - -

目標値 1.002 0.992 0.982

実績値 - - -

目標値 - - -

実績値 - - -

目標値 12 12 12

実績値 - - -

目標値 0.299 0.296 0.293

実績値 - - -

〈水使用量の削減〉

水使用量（推定値）は、（人員数×稼働日数×2L）で算出する。

〈購入電力の排出係数〉　

東京電力株式会社 　　　0.000452 (t-CO2/kWh)　　※2023年度～2025年度の期間について使用する

〈化学物質の管理〉

使用数量が少量の為、購入化学物質一覧表とＳＤＳの入手管理とする。

〈環境目標の原単位〉

環境目標の原単位は、生産高とする。

 金属屑の削減 kg/百万円
本社

本社工場

-

0.302

-

 環境保全活動 回数
本社

本社工場

-

12

目標率 - - -

 排水量削減
 （節水）

目標率 -

-1%

- - -

 水使用量の削減 ㎥
本社

本社工場

-

11.126

-2% -3%

　コピー用紙の削減 枚/百万円
本社

本社工場

-

125.28

　単純焼却ゴミの削減 kg/百万円
本社

本社工場

-

1.012

 車輌燃料の削減（軽油） L/百万円
本社

本社工場 12.15

 廃棄物排出量削減
 リサイクル推進

目標率 -

-

7,688

 車輌燃料の削減（ガソリン） L/百万円
本社

本社工場

-

17.37

 電力使用量の削減

kWh/千円
本社

本社工場

-

1.064

kWh
武子団地

工場

 二酸化炭素排出量削減
 （省エネルギー）

-

ｔ-CO2

本社
本社工場

-

170.17

武子団地
工場

-

3.50

合計

環境目標項目 単位
対象
サイト

基準年度 環境目標値　／　実績

2020～2022年度平均

環境活動期間 ： 2022年1月～12月

-

173.67

地下水のため、メーターを設置していないので使用量は不明だが、生活用水のみのため使用量は少ないので、節
水の周知徹底を行う。
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【４】主要な環境活動計画の内容

１．活動内容

・裏紙使用の徹底
・社内書類の簡素化と配布先管理
・書類の電子化と社内メールの活用
・社外からの電子文書のプリントアウト削減

環境管
理

責任者
本社・工場

　自社テーマ

グリーン購入

単純焼却ゴミの削減

水使用量の削減

コピー用紙の削減

本社・工場

対象
サイト

本社・工場
及び

武子団地
工場

電力使用量の削減

・社内教育の実施
・環境パトロールの実施

各部署
全員

環境管
理

責任者

　廃棄物排出量削減
　（リサイクル推進）

本社・工場
各部署
全員

・節水の周知徹底
・節水の表示

各部署
全員

本社・工場

本社・工場

本社・工場

・板材の歩留まりを改善し金属くずとしての
排出を削減する

推進
担当者

環境管
理

責任者

事務所
全員

　排水量削減（節水）

・分別の徹底
・梱包材（ダンボール等）の再使用
・弊社納入時の梱包・包装材の簡素化

生産・サービスに関する環
境配慮

環境管
理

責任者

環境管
理

責任者

環境管
理

責任者

各部署
全員

各部署
全員

環境管
理

責任者

　二酸化炭素排出量削減
　（省エネルギー）

対象
サイト

環境保全活動

各部署
全員

実行
責任者

各部署
全員

製造部長

・車輌使用（運行ルート）の効率化
 (異なる顧客への納品であっても運行方向が
同じ場合一括配送するよう調整し実行する)
・エコドライブの実施

・環境配慮製品の情報を収集し、同等品等
使用可能な製品については出来るだけ購入
を薦める

事業活動における環境への負荷を低減するために、従業員一同が取組んでいる主要な環境活動内容
は以下の通りです。

車輌燃料の削減

環境活動計画項目

本社・工場

環境活動期間 ： 2022年1月～12月　

活動計画の内容

・使用していなパソコン等の電源ＯＦＦの徹底
・昼間は太陽光を利用し必要時のみの点灯
・休憩時間等不必要時の消灯の徹底
・事務所でのエアコン廃止（扇風機への切替）
・デマンド装置での使用電力量の監視
・作業工程の効率化
・照明器具のＬＥＤ化
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目標値

単位

基準年度比-1% 目標 211.1

実績 166.7

達成率 126.6%
基準年度比-1% 目標 3.72

実績 3.54

達成率 105.1%
基準年度比-1% 目標 214.82

実績 170.24

達成率 126.2%
基準年度比-1% 目標 1.055

実績 1.037

達成率 101.7%
基準年度比-1% 目標 7,448

実績 7,770

達成率 95.9%
基準年度比-1% 目標 16.57

実績 16.24

達成率 102.0%
基準年度比-1% 目標 10.70

実績 10.17

達成率 105.2%

基準年度比-1% 目標 120.56

実績 97.72

達成率 123.4%
基準年度比-1% 目標 0.74

実績 1.41

達成率 52.5%

目標 －

実績 11.126

達成率 －

目標 12

実績 12

達成率 100.0%

目標 －

実績 －

達成率 －

目標 0.268

実績 0.299

達成率 89.6%

※達成率　100%以上 ◎

　　　　　　　90%～100% ○

　　　　　　　80%～90% △　（経過観察）

　　　　　　　80%以下 ×　（是正）

本社・工場

目標を達成する事が出来た。今後もエコドライブ
等を徹底し、効率の良い移動を心がけ、さらなる
削減に取り組んでいく。

目標を達成する事が出来た。今後も運搬の削減に取
組、社有車を有効に活用すると共に、エコドライブ等を
徹底し削減に取り組んでいく。

本社・工場 ○

環境目標項目 対象
サイト 取組項目・評価

【５】環境活動の取組結果と評価

×

評価（結果と今後の方向）

武子団地
工場

本社・工場

本社・工場

本社・工場

合計
ｔ-CO2

kWh/千円
本社・工場

武子団地
工場

ｔ-CO2

L/百万円

kWh

ｔ-CO2

取組結果

◎

◎

◎

◎

評価（結果と今後の方向）取組結果

本社・工場、武子団地工場ともに目標を達
成することが出来た。今後も電力・車輛燃
料の使用量削減に重点を置き、Co2排出量
を削減するよう取り組んで行く。

使用量を削減し目標を達成することが出来
た。今後も確実に目標を達成出来るよう、
更なる省エネ活動を計画し電力使用量を
削減するよう取り組む。

◎

◎

 環境保全活動 回数

自社テーマ

 車輌燃料の削減（軽油）

kg/百万円

L/百万円

枚/百万円

 二酸化炭素排出量削減
 （省エネルギー）

 車輌燃料の削減（ガソリン）

 電力使用量の削減

 生産・サービスに関する
 環境配慮

kg/百万円

◎

◎

取組結果 評価（結果と今後の方向）

エコマーク認定製品や、再生紙使用製品
の情報を収集し転換を促進した。今後は環
境に配慮した製品の購入を進める。

本社・工場 △

本社・工場

 グリーン購入

目標を達成することは出来なかったが、排
出量は前期比で-7%以上削減できている。
今後も歩留まりの改善に取組削減に努め
る。

○

目標を達成することが出来、使用量も前期
と比べて大幅にすることが出来た。今後
も、生産に関係のない、管理資料等の電子
化を徹底していく。

社内教育（朝礼）や、環境パトロールの実
施により、環境に対する意識が向上した。

生活用水のみのため、節水の表示等で周
知徹底し節水に努めた。
今後も節水活動を継続する。

◎

環境活動期間 ： 2022年1月～12月　

 水使用量の削減

 コピー用紙の削減

 単純焼却ゴミの削減

 廃棄物排出量削減
 リサイクル推進

評価（結果と今後の方向）

㎥

 排水量削減
 （節水）

本社・工場

本社・工場

段ボールで油や塗料が付着してしまい焼却ゴミ
として処理しなければならないものが増え、排出
量が前年比で70%以上増加してしまった。ﾘｻｲｸﾙ
出来る物のは、確実にﾘｻｲｸﾙ出来るように徹底
する。

取組結果
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１．適用となる主な環境関連法規

対象サイト

２．違反、訴訟等

当社における環境関連法規への違反は過去３年間ありませんでした。

関係当局からの指摘及び利用関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

浄化漕法
武子団地

工場
・浄化槽の定期検査の受検

騒音規制法（栃木県生活環境保全条例）

振動規制法（栃木県生活環境保全条例）

廃棄物処理及び清掃に関する法律

電力、車輛燃料による二酸化炭素排出量の削減について目標達成することが出来、コピー用紙の削減について
も一部社内文書で電子化を進めたことで目標を達成することが出来るなど環境活動が概ね計画通り進んでいると
評価できる。ただし、単純焼却物の 削減では、一部段ボール等のリサイクル資源の取り扱いが不適切だったた
め、単純焼却物となり前期より増加し目標を達成できなかった。今後は、廃棄物の分別を徹底すると共に、取り扱
いにも注意し目標を達成できるよう取り組む。
今後も厳しい経済環境の中での企業活動が続くと思われるが、全社員協力のもと、電力、車輛燃料により二酸化
炭素排出量の削減、単純焼却物の削減等で目標が達成できるよう、環境に配慮した活動に努める。

【７】代表者による全体評価と見直し結果

フロン排出抑制法 本社・工場 ・簡易点検の実施

電気事業法
本社・工場
武子団地

工場

・年1回の定期検査の受検
・月次検査の受検及び点検

鹿沼市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例及び鹿沼市廃棄物の処理及び清掃
に関する条例施行規則

本社・工場

・産業廃棄物分別保管の遵守
・産業廃棄物の収集、処理委託基準の遵守
・産業廃棄物管理票による管理
　（マニュフェストの発行）
　（マニュフェストの返却確認・記録）
　（マニュフェストの５年間保管）
・野焼き等事業所内での焼却禁止

・市が定める産業廃棄物と事業系一般廃棄物の分別、適切
　な処理

本社・工場

本社・工場

特定施設からの騒音に関する規制基準の遵守及び施設の
届出
（その他の地域：市街化調整区域）

特定施設からの振動に関する規制基準の遵守及び施設の
届出
（その他の地域：市街化調整区域）

本社・工場

【６】環境関連法規への違反、訴訟等の有無

要求事項

環境活動期間 ： 2022年1月～12月　

法規等の名称
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